
華
厳
経
に
お
け
る
救
済
観

福

原

蓮

月

華
厳
経
に
如
何
ほ
ど
救
済
の
種
類
を
説
く
か
。
之
に

つ
き
、
旧
訳

(大
正
九

・
四
二
五
c
以
下
)
と
新
訳

(大
正

一
〇
・
六
五
b
以
下
)
と
に
八

種
を
数
え
る
か
、
探
玄
記
四

(大
正
三
五
・
七
四
c
以
下
)
の
表
現

で
掲

げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
(
1
)
痴
愛
の
衆
生
を
救
う
、
(
2
)
五
欲
の
衆
生

を
救
う
、
(
3
)
著
我
の
衆
生
を
救
う
、
(
4
)
悪
趣
の
衆
生
を
救
う
、
(
5
)
外
道

邪
見
の
衆
生
を
救
う
、
(
6
)
三
有
に
著
す
る
衆
生
を
救
う
、
(
7
)
無
明
の
衆

生
を
救
う
、
圖
長
囚
の
衆
生
を
救
う
、
と
。
此
れ
は
経
中

「
光
明
覚
品
」

に
出
る
も
の
で
、
光
明
か
無
尽
の
世
界
を
照
し
、
利
他
す
る
こ
と
を
説

く
。
も
し
仏
大
悲
の
側
か
ら
救
済
を
言
え
ば
、
仏
力
摂
生
で
あ
り
、
業

の
側
か
ら
自
業
自
得

(自
調
自
度
)
に
外
な
ら
ず
、
後
者
に
於
い
て
は
発

菩
提
心
以
外
で
な
い
。
そ
れ
を
経

(大
正
九

・
六
三
五
a
以
下
)
に
は
十

種
の
発
菩
提
心
あ
り
と
い
う
か
、
こ
れ
は
自
調
と
い
う
面
の
あ
る
ま
ま

シ

ス

に
、
利
他

心
の
発
起
と
云
つ
て
よ
い
。
十
種
と
は
、
(
1
)
教
コ
化
成
ヨ
熟

一

ヲ

ス

ノ

ヲ

フ

ノ

ニ

ノ

ヲ

切
衆
生
一
、
(
2
)

除
劃滅

一
切
衆
生
苦
一
、
(
3
)

与
一二

切
衆
生
種
種
快
楽
納
(
4
)
除
司

ス

ノ

ノ

ヲ

フ

ニ

ヲ

シ

ス

ノ

滅

一
切
衆
生
愚
闇
一
,
(
5
)

与
二
一
切
衆

生
仏
智
一
、
(
6
)

恭
二敬
供
ヨ
養

一
切
諸

ヲ

ヒ

ノ

ニ

ム

ヲ
シ
テ

セ

ル

ノ

ノ

ヲ

ル

仏
哨
(
7
)
随
二
如
来
教
嚇
令
二仏

歓
喜
一
、圖
見
二仏
色
身
相
好
哨
倒
入
一二

ノ

ニ

ス

ヲ

切
仏
智
一
、
(
1
0
)

顕
コ
現
仏
力
一を
い
う
。
以
上
は
救
済
の
種
類
に
つ
い
て
の

経
文
の
記
事
で
あ

つ
た
。
次
に
は
華
厳
経
全
体
の
上
よ
り
救
済
観
を
眺

め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
経
の
全
体
は
成
道
の
内
実
を
顕
現
す
る
も
の
で
、
三
十
四
品
の

組
織
す
べ
て
、
盧
舎
那
仏
の
因
果
を
説
く
も
の
と
云
つ
て
よ
く
、

そ
こ

に
重
重
先
尽
の
縁
起
か
説
か
れ

(第

一
教
起
因
縁
分
)
、
信
を
生
じ

(第
二

挙
果
勧
楽
生
信
分
)
、解
を
起
し
(第
三
修
因
契
果
生
解
分
)
、行
を
成
じ

(第

四
託
法
進
修
成
行
分
)
、
法
界
真
如
に
証
入
さ
せ

る

(第
五
依
人
入
証
成
徳

分
)
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の

「
入
法
界

品
」
は

仏
菩
薩
等

の
知
識
の
教
に
よ
り
法
界
真
如
に
証
入
さ
せ
る
方
法
を
示
す

こ
と
か
目
的
と
言
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
華
厳
経
の

「普
賢
菩
薩
行
願

品
」
(般
若
訳
)
は
浄
土
五
経

(
三
部
経
と
樗
厳
経
勢
至
菩
薩
念
仏
章
と
此
品
)

中
の

一
経
で
、

一
の
見
方
に
依
れ
ば
此

一
品
か
存
す
る
故
、
此
経
を
救

済
経
典
と
見
て
も
誤
り
で
は
な

い
。
即
ち

『
華
厳
経
』
全
体

の
仏
願

力

・
仏
威
神
力
に
対
し
、
経
典
最
後
の

「
入
法
界
品
」
(即
ち

「普
賢
菩

薩
行
願
品
」
)に
は
普
賢
の
行
願
力
か
説
か
れ
、
次
の
如
く

(大
正
九
。
七

華
厳
経
に
お
け
る
救
済
観

(
福

原
)

二

一
五
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華
厳
経
に
お
け
る
救
済
観

(
福

原
)

一
二

六

〇
四
a
)
言
う
、
「
不
可
説
不
可
説
の
衆
生
の
方
便
門
は
、
悉
く
現
じ
て

前
に
在
り
、
十
力
智
を
具
し
て
普
賢
菩
薩
の
行
願
力
を
出
生
す
る
か
故

に
」
と
。
実
に
普
賢
の
行
願
力
は
仏
願
力

・
仏
威
神
力
に
依
る
賜
物
と

見
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
救
済
の
根
元
を
見
る
。

「
入
法
界
品
」
に
登
場
す
る
善
財
は
、
知
ら
れ
る
通
り
、
福
城

の
長

者
の
下

で
求
道
の
志
強
き
青
年
で
あ
り
、
求
道
に
励
み
前
道
し
向
上
し

続
け
る
菩
薩
で
あ
る
か
、
此
人
か
発
心
し
て
五
十
三
人
の
善
知
識
を
歴

訪
し
、
最
後
に
は
普
賢
に
遇
い
、
其
の
十
大
願
を
聞
い
て
西
方
の
弥
陀

仏
国
に
生
ま
れ
法
界
に
入
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
所
謂
る
普
賢
の
十
大
願

を
速
か
に
満
足
す
る
に
は
極
楽
に
往
生
す
る
ほ
か
な
い
、
と
て
次

の
如

ノ

セ

テ

ノ

ニ

シ

ノ

ニ

く
説
か
れ
る
。
「唯
此
願
王
、
不
二相
捨
離
一
、於
二
一
切
時
一
、引
コ
導
其
前
哨

ノ

ス
ル
ヲ

ニ

リ

ツ
テ

チ

ル

ヲ

一
刹
那
中
、
得
レ
役
訓
生

極
楽
世
界
一
、到
已

即
見
二
阿
弥
陀
仏
こ

と
。

竜
樹
著

『十
住
論
』
は
華
厳
十
地
の
初
二
地
の
広
き
解
釈
書
で
あ
る

か
、
竜
樹
は
華
厳
の
顕
密
中
、
深
秘
の
意
趣
に
徹
し
、
同
論
中
に

「易

行
品
」
を
説
示
し
、
浄
土
の
法
門
を
顕
揚
し
た
。
此
の

『
華
厳
経
』
の

宗
致
は

一
説
に
、
顕
の
面
で
は
盧
舎
那
仏
の
因
果
を
説
く
も
の
で
あ
る

か
、
密
の
面
で
は

「普
賢
行
願
品
」
(大
正
一
〇
・
八
四
四
b
以
下
)
よ
り

逆
見
す
れ
ば
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
説
く
も
の
と
言
え
る
。
即
ち
密

の
面

で
窺
え
ば
彼
の
盧
舎
那
仏
は
即
本
願
成
就

の
無
碍
光
仏

(
不
可
思
議
光

仏
)
に
ほ
か
な
ら
ず
、
本
経
に
再
三
説
か
れ
る
蓮
華
蔵
世
界

は
西
方
安

楽
世
界
と
み
て
よ
い
。
ま
た
本
経
に
十
信
十
住
十
行
十
廻
向
十
地
等
を

説
く
か
、
之
を
密
の
面
で
窺
え
ば
十
信
は
本
願
の
信
楽
、
十
住
以
上
は

信
楽
成
就
の
功
徳
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
顕
密

の
見
方
は

『
大

日
経
義

釈
』
に
於
い
て

『
十
地
経
』
の
十
地

一
一
の
名
言
に
対
し
深
秘
釈

・
浅

略
釈
の
二
釈
あ
り
と
為
す
も
の
を
華
厳
の
上
に
応
用
し
て
立
て
た
妙
釈

と
み
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
菩
薩
の
救
い
・
仏
の
救

い
の
両
面
を
眺
め
た
い
。
本
経

「十

明
品
」
に
仏
の
十
種
明
を
説
く
か
、
此
れ
は
菩
薩
の
智
慧
を
示
す
。

そ

れ
は
又

「成
就
大
慈
悲
」
で
あ
り
、
大
慈
大
悲
あ
る
故
に
こ
そ
、
次
の

経
文

(大
正
九

・
五
七
九
c
以
下
)
に
説
く
如
き
救

い
を
な
す
。
文

に
い

シ

シ

ナ
リ

シ

ノ

ヲ

せ

シ

ヲ

う
。
「開
発
示
導
、
称
揚
顕
現
、
具
足
清
浄
。
滅
二衆
疑
網
一
、摂
コ
取
衆
生
一
、

テ

ヲ

テ

ノ

ニ

セ

シ

シ

ノ

ノ

不
レ捨
二実
法
一
、於
二不
二
法
一
、而
不
二
退
没
一
、且
ハコ
足
成
ヨ
就
先
碍
法
門
微

ノ

ヲ

ク

ラ
ス

ヲ

妙
音
声
一
、普
雨
二法
雨
こ

と
。

菩
薩
に
代
受
苦
の
大
悲
あ
る
こ
と
を

「十
廻

向
品
」
(大
正
九

・
四
八

ノ

ノ

サ

ニ

リ

ノ

九
a
以
下
)
に
次
の
如
く
説
く
。
「此
諸
衆
生
、
具

有
二先
量
大
悪
罪
業
嚇

ニ

ク

ノ

ク

ニ

テ

ノ

ノ

ニ

ク

ツ
テ

ケ

ヲ

ム

応
レ受
二
先
量
先
辺
楚
毒
嚇
我
当
下
於
二彼
三
悪
道
中
一
、悉
代

受
レ苦
令
上

ベ
シ

ヲ

ニ

ツ
テ

ク

ノ
ベ
シ

ヲ

レ
得
二解
脱
一
、我
当
三代

受
二無
量
苦
悩
一」
と
。
ま
た

「入
法
界
品
」
(大

ベ
シ

ヲ

ノ

正
九
。
六
八
三
a
以
下
)
に
説
く
。
「菩
薩
見
二如
来
一
、無
量
浄
功
徳
、
皆

ク

シ

バ

ク

ア
リ

ニ

リ
テ

ニ

ク
ル
ガ

ヲ

ニ

悉
廻
向
…
…
大
仙
普
慈
恩
、
不
可
思
議
劫
、
代
レ衆
受
レ
苦
故
、

無
量

ケ

ノ

ノ

ヲ

テ

ヲ

ク

メ

ル
ヲ

ヲ

ク

ク

億
劫
中
、
受
二
諸
地
獄
苦
一
、不
レ捨
]二

切
衆
一
、悉
令
レ得
レ
見
レ
仏
、
普
能

リ
テ

ニ

サ
ニ

ケ

ノ

ヲ

ノ

シ

代
二衆
生
一
、且
ハ
受
二無
量
苦
一
、其
心
無
二疲
倦
一」
と
。
こ
の
代

受
苦

に

つ
い
て
は
問
題
か
あ
り
、
『
華
厳
経
探
玄
記
』
七

(大
正
三
五
・
二
四
五
c
)

フ

ラ

リ
テ

ラ

ク
ル
ニ

ン
ガ

バ

ク

ル

ヘ

ル
コ
ト
ヲ

に
問
う

て
云
う
。
「問
。
自
作

自
受
、

云
何

菩
薩
能
得
レ代

耶
」

と
。
之
に
応
え
る
に
六
義
を
示
す
の
は
注
意
を
要
す
る
。
六
義
を
取
意
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し
て
示
せ
ば
(
1
)
苦
の
事
を
以
つ
て
自
ら
必
ら
ず
其
の
願
力
を
増
す
か
ら

で
あ
る
、
(
2
)
菩
薩
か
煩
悩
を
留
め
て
衆
生
と
同
じ
事
を
な
す
か
ら
で
あ

る
、
(
3
)
衆
生
の
極
苦
を
逃
れ
し
め
る
為
に
は
衆
生
を
殺
す
場
合
も
あ

る
、
(
4
)
菩
薩
は
修
行
か
究
寛
地
に
至
り
自
在
に
衆
生
の
苦
に
代
り
う
る

か
ら
で
あ
る
、
(
5
)
菩
薩
は
衆
生
と
同
体
と
い
う
願
力
、
融
通
に
よ
つ
て

代
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
、
(
6
)
衆
生
の
苦
は
自
分
自
身

の
苦

(
普
賢

の
苦
)
と
み
る
か
ら
受
苦
す
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
、

と
い
う
。

仏
の
救
い
は
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
本
務
と
な
す
こ
と
を

「
入
法

ノ

界
品
」
(
大
正
一
〇
。
三
二
六
b
)
に
説
い
て
言
う
。
「如
来
大
慈
悲
、
出
司

シ
テ

ニ

ク

メ
ニ

ノ

ノ

ジ

ノ

ヲ

ハ

ニ

ス
ル
ハ

現

於
世
間
嚇
普
為
二
諸
衆
生
軸
転
二
先
上
法
輪
一
、如
来
無
数
劫
、
勤
苦

メ
ナ
リ

ノ

ソ
ガ

ノ

ク

ゼ
ソ
ヤ

ヲ

為
二
衆
生
殉
云
何

諸

世
間
、
能
報
二
大
慈
恩
一」
と
。
『
阿
弥
陀
経
』

に
西
方
浄
土
の
弥
陀
、
今
現
在
現
法
す
と
い
う
か
、
此
れ
衆
生
を
救
う

た
め
で
あ
る
か
、
『
華
厳
経
』
四
八

(大
正
九

・
七
〇
三
b
)
に
も
同
様
の

シ

シ

ヲ

ヒ

ノ

ニ

ク

こ
と
を
説

く
。
「善
巧
方
便
、
饒
二
益

一
切
衆
生
一
、随
二其
所
応
一
,悉
示

シ

テ

ニ

ジ

ヲ

シ
テ

ヲ

現
、
於
二
一
切
時
一
、転
二
正
法
輪
ハ
而

得
二自
在
一」
と
。

諸
仏
す

べ
て
、
要
す
る
に
利
他
す
る
心
あ
り
、
救
済
主
で
あ
る
。
こ

れ
を

『
華
厳
経
』
四
六

(大
正
一
〇
.
 二
四
三
a
)
に
説
く
、
「
一
切
諸
仏
、

ク

シ

ノ

ヲ

シ

ヲ

シ

ル
コ
ト

皆
悉
具
二
足
利
他
善
根
崩
調
コ
伏
衆
生
一
、無
レ有
二
休
息
一」
と
。

此
経
中

「名
号
品
」
は
仏
の
身
業
の
救
い
を
示

し
、
「
四
諦
品
」
は

口
業
の
救

い
、
「
光
明
覚
品
」
は
意
業
の
救
い
を
示
し
て
い
る
。
実

に

仏
法
は
窮
屈
な
も
の
退
屈
な
も
の
で
な
く
、
心
を
ゆ
た
か
に
さ
せ
る
ひ

ろ
や
か
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
業
の
救
い
と
い
う
。
そ
し
て
法
は
耳

か
ら
だ
け
入
る
の
で
は
な
い
。
「
仏
不
思
議
法
品
」
(大
正
九
.
 五
九
四
a
)

バ

ク

テ

に
は
、
毛
孔
か
ら
も
入
る
と
説
く
。
文
に
い
う
。

「
一
切
諸
仏
、
能
以
ニ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ク

テ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ク

テ

ヲ

シ

眼
入
一作
二耳
入
仏
事
一
、能
以
二
舌
入
一作
二身
入
仏
事
一
、能
以
二身
入
一作
ニ

ノ

ヲ

ク

テ

ヲ

テ

ノ

意
入
仏
事
一
、能
以
二意
入
一
、於
二
一
切
世
界
、
種
種
境
界
、
世
間
境
界
、

ニ

ク

ス

ヲ

ヲ

ス

ノ

ト

ハ

出
世
間
境
界
{
能
作
二仏
事
一
、是
為
一二

切
諸
仏
自
在
正
法
幻
一
切
諸
仏
、

テ

ニ

ク

ク

シ

ヲ

ノ

ハ

ノ

ク

於
二
一
毛
孔
一
、悉
能
安
コ
置

一
切
衆
生
一
、
一
一
衆
生
、
其
身
悉
与
二不
可

シ

説
不
可
説
諸
仏
刹
一等
」
と
。
ま
こ
と
に
仏
不
思
議
法
は
救
済

の
根
源

に
存
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
救
済
の
理
を
知
る
た
め
に
、
生
仏
の
関
係
を
眺
め
る
こ

と
に
し
よ
う
。
ま
ず

『
浄
土
論
註
』
(真
聖
全
一
.
 二
八
七
)
に
次

の
如

ノ

ハ

ノ

ヨ
リ

ズ
ト

ノ

ハ

レ

ナ
リ

く
説
く
。
「正
道
大
慈
悲
出
世
善
根

生
。
…
…
此
三
界
皆
是
有
漏
。
邪

ノ

ナ
リ

ク

イ
ネ
テ

ニ

シ

ル
コ
ト

ヲ

ノ

ニ

シ
タ
マ
フ

ヲ

バ
ク
ハ

レ

道
所
生
。
長
寝
二
大
夢
一莫
レ
知
二
稀
出
幻
是
故
興
二

大
悲
心
圃
願

我

セ
ム
ニ

テ

ノ

ヲ

シ
テ

ノ

ヲ

デ

ン
ト

ヲ

ハ

レ

ノ

ナ
リ

成
仏
、
以
二無
上
正
見
道

一起
二清
浄
土
一出
二
干

三
界
殉
性
是
本
義
、

イ
フ
コ
ヘ
ロ
バ

ノ

ハ

シ
テ

ニ

ソ
ム
カ

ニ

ハ

ジ

ノ

言

此
浄
土
随
コ順

法
性
一
、不
レ
乖
二
法
本

{
事
同
二華
厳
経
宝
王

ノ

ノ

ニ

如
来
性
起
義
二」
と
。
こ
の
文
中
の
性
起
は
、
如
来
の
果
上
に
至

つ
て

は
、
則
ち
真
如
法
性
は
自
性
に
順
じ
て
浄
法
を
起
す
の
で
あ
る
。
性
起

は
其
れ
故
に
唯
浄
法
の
ほ
か
は
な
い
。
縁
起
の
方
は
、
真
妄
和
合
し
て

起
れ
る
諸
法
に
お
い
て
染
浄
の
差
別
あ
り
、
因
位
の
如
来
蔵
と
言
つ
て

よ
い
か
、
性
起
の
方
は
真
如
法
性
自
起
し
て
諸
法
と
な
る
も
の
で
、
唯

だ
浄
法
の
み
あ
り
、
果
海
の
法
身
で
あ
る
。

こ
の
性
起
と
い
う
面
で
見
る
と
、
救
済
者
と
被
救
済
者
と

一
如
で
真

実
で
あ
り
、
度
先
所
度
の
理
あ
り
、
救
済
か
そ
う
い
う
所
に
当
然
成
立

華
厳
経
に
お
け
る
救
済
観

(
福

原
)

二

一
七

-741-



華
厳
経

に
お
け
る
救
済
観

(
福

原
)

二

一
八

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
生
仏
交
徹
の
故
に
救
済
は
成
立
す
る

と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
お
よ
そ
衆
生
と
仏
と
は
、
迷
悟
同
じ
で
な
い

と
は
言
え
、
此
経

一
〇

(大
正
九
・
四
六
五
c
)
の
偶
文
に

「
心
仏
及
衆

生
、
是
三
無
差
別
」
と
説
か
れ
る
如
く
、
生
仏
の
両
者
は
決
し
て
二
元

的
背
反
的
対
立
に
終
る
も
の
で
は
な
い
。
両
者
は
固
定
的
対
立
に
滞
る

と
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
も
し
真
に
迷
う
て
妄
を
起
せ
ば
、
仮

り
に
衆

生
と
呼
ば
れ
、
妄
即
真
と
体
す
る
故
に
、
称
し
て
仏
と
な
す
の

み
。
即
ち
迷
い
な
る
も
の
は
、
全
く
真
に
迷
う
か
ら
迷
い
と
言
う
け
れ

ど
も
、
真
を
離
れ
て
迷
い
は
な
く
、
ま
た
悟
り
は
妄
本
是
れ
真
に
ほ
か

な
ら
ず
、
決
し
て
新
有
で
は
な
い
。
相
に
就
い
て
仮
り
に
生

・
仏
と
呼

ぶ
け
れ
ど
も
、
体
に
約
す
る
と
き
は
、
そ
れ
故
に
、
相
収
ま
る
こ
と
を

得
る
の
で
あ
る
。
実
に
こ
の
と
こ
ろ
、
生
仏
交
徹
し
、
二
而
不
二
で
あ

り
、
こ
こ
に
救
済
は
成
立
す
る
。

こ
こ
に
お
い
て
救
済
の
成
立
根
拠
を
深
く
探

つ
て
み
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
根
拠
こ
そ
は
無
我

・
無
功
用

・
無
分
別
智

と
言
う
て
も
よ

ハ

レ

ノ

い
。

『
探

玄

記

』
四

(
大
正
三
五

・
一
七
五

a
)
に

は

「
我

是

生
死

本

」

と

キ
ヲ

ス

ト

も
、
「
無
二我
法
一為
二寂
滅

一也
」
と
も
説
き
、
著
我

の
衆
生

の
救

済
に

は
、
無
我

の
妙
薬
に
依
る
ほ
か
無
き
こ
と
か
説
か
れ
た
。
そ
し
て
救
済

を
成
立
せ
し
め
る
根
基
と
し
て
此
経
に
は
回
向
を
説
く
。
唐
の
澄
観
著

『
華
厳
経
演
義
砂
』
二
三

(卍
蔵
九
ノ
五
四
二
三
)
に
は
、
次
の
始
く
廻

向
に
十
種
あ
り
と
説
き
、
大
要
次
の
如
く
解
説
し
た
。

シ
テ

ヲ

フ

ニ

シ
テ

ヲ

フ

ニ

シ
テ

ノ

ヲ

フ

ノ

ニ

(
1
)
廻
レ
自

向

レ
他
、
(
2
)廻

レ
少

向
レ
多
、
(
3
)廻

二
自

因

行

一向

二
他
因

行

一1

シ
テ

ヲ

フ

ニ

シ
テ

ヲ

フ

ニ

シ
テ

以
上
の
三
は
、
衆
生
廻
向
。
(
4
)廻
レ因
向
レ果
、
(
5
)
廻
レ劣
向
レ勝
、
(
6
)
廻
レ

レ
ヲ

フ

ニ

シ
テ

ヲ

フ

ニ

シ
テ

ノ

此

向
レ
証
-
以
上
の
三
は
菩
提
廻
向
。
(
7
)
廻
レ
事
向
レ理
、
(
8
)廻
二差
別

ヲ

フ

ノ

ニ

シ
テ

ヲ

フ

ニ

行

二向
二円
融
行

一
-以
上
の
二
は
実
際
廻
向
。
働
廻
レ
世
向
二出
世
一
、圃

シ
テ

ズ
ル

ニ

ヲ

フ

ノ

ニ

廻
二順
レ
理
事
行
一向
二理
所
成
事
一
-以
上
の
二
は
果
及
実
際
に
通
ず
。

救
済
と
い
う
こ
と
は
因
果
の
正
理
に
背
く
無
因
有
果
や
他
因
自
果
な

ど
で
は
、
成
立
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
廻
向
を
根
底

に
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
自
の
方
の
何
ら
か
の
も
の
を
廻
し
て
証
り
に
向
う
こ
と
か
必
要
と

な
る
。
こ
の
廻
向
は
大
分
せ
ば
三
種
に
す
ぎ
な

い
。
第

一
衆
生
廻
向
は

自
己
の
功
徳
を
廻
し
て

一
切
衆
生
に
施
す
こ
と
、
第
二
菩
提
廻
向
は
自

己
の
功
徳
を
廻
し
て
菩
提
を
趣
求
す
る
こ
と
、
第
三
実
際
廻
向
は
自
己

の
功
徳
を
廻
し
て
先
為

の
浬
架
を
趣
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に

『
華
厳
経
』
は
既
述
の
如
く
顕
と
密
と
両
面
で
解
釈
す
る
こ
と
を
得
る

点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
顕
彰

の
面
に
お
い
て
は
、
自

力
廻
向
で
あ
る
か
、

し
か
し
盧
舎
那
仏
の
因
果
を
説
く
と
い
う
こ
と
の

他
の
面
で
あ
る
弥
陀
浄
土

へ
の
証
入
と
い
う
隠
密
の
面
に
お
い
て
は
、

曇
鷺
著

『
浄
土
論
註
』
上

(真
聖
全
一
・
三
〇
七
)
に
説

く
如
く
、
「
廻

ハ

シ
テ

レ
ノ

ヲ

ク

シ
テ

ニ

ニ

マ
ツ
リ

ヲ

ト
ナ
リ

ニ

向
者
廻
二
己

功
徳
一
、普
施
二衆
生
一共
見
二
阿
弥
陀
如
来
一生
二
安
楽
国
こ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
此
の
廻
向
は
顕
の
面
に
お
け
る
自
力

廻
向
で
は
な
く
、
要
す
る
に
他
力
廻
向
に
結
帰
す
る
と
み
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
と
言

つ
て
良
い
。
こ
の
こ
と
は
信

・
念
仏
を
重
要
視
し
て
い

る

『
華
厳
経
』
の
趣
意
に
立
つ
て
も
、
言
い
得
る
こ
と
で
あ
る
。

『華
厳
経
』
二
五
を
披
く
に
、
「
十
地
品
」
(大
正
九
.
 五
五
八
c
)
に

-742-



ハ

ナ
リ

タ

レ

ノ

ナ
リ

は

「
三
界
虚
妄
、
但
是

(
一
)
心
作

」
と
説
き
、
同
新
訳

の

『
華
厳

ノ

ハ

ダ

経

』

三

七

の

「
十

地

品

」
(
大
正

一
〇

・
一
九
四

a
)
に
は

「
三
界

所
有

唯

レ

ナ
リ

是

一
心

」
と
述
べ
て
い
る
か
、
此
の
こ
と
は

「我
の

一
心
」
即
ち

「
は

か
ら
い
の
心
」
、
換
言
す
れ
ば
自
力
心
に
よ
つ
て
虚
妄
な

る
三
界

(迷

界
)

か
展
開
す
る
こ
と
を
示
す
。
此
の
迷
界
に
反
し
、
悟
界
は
い
か
に

し
て
顕
わ
れ
る
か
。
そ
れ
は
信
に
よ
る
ほ
か
な
し
、
と
い
う
の
か

『
華

厳
経
』

で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
以
下
の
経
文
に
よ

つ
て
明
了
で
あ
る
。

イ
テ

ノ

ヲ

シ

「
入

法
界

品

」

(
大

正
九

・
七
八
八

a
)
に

い
う
。

「
聞

二
此

法

一歓

喜
、

シ
テ

ケ
レ
バ

ヒ

カ

ニ

ジ

ヲ

ノ

ト

シ

信
心

無
レ
疑
者
、
速

成
二無
上
道
一
、与
二諸

如
来
一等
」
と
。

「入
法
界
品
」
(大
正
九
.
 六
九
〇
a
以
下
)
に
は
具
さ
に
二
十

一
種
の

念
仏
を
説
く
。
今
そ
の
文
は
省
略
し
て
お
く
。

ハ

ス

「
賢

首

菩
薩

品

」

(
大

正
九

・
四
三
三
a
以
下
)
に

説

く
。

「
信

為

二
道

元

ノ

ト

ハ

レ

ナ
リ

功
徳
母
こ

と
。
又
い
う
。
「信
是
宝
蔵
第

一
法

」
と
。

シ

ル
コ
ト

シ
テ

セ

「
明

難

品
」

(
大
正
九

・
四
二
九
b
)

に
、

ま

ず

「
無

レ
有

下

不
レ
具

一ニ

ヲ

ク

ス
ル
コ
ト

ヲ

切
仏
法
ハ
而
能
成
劇
就

無
上
菩
提
上
」
と
説
き
、
其
の
次
の
偶
に
、

ハ

ヨ
リ

ヅ

ヲ

「
一
切
無
碍
人
、

一
道

生
二生
死
こ

と
述
べ
る
。

此
れ
は
信
に
依
る
成
道

の
理
、
所
謂
る
信
満
成
仏
思
想
を
窺
わ
せ
る

文
で
あ

る
。
そ
の
信
満
成
仏
の
文
は

「梵
行
品
」
(大
正
九
.
 四
四
九
c
)

ノ

ハ
チ

ズ

ヲ

に
次
の
如
く
言
う
。
「
初
発
心
時
、
便

成
二
正
覚

こ

と
。

こ
れ
は
円
教

で
は
初

の
信
の
位
に
入
る
時
、
普
賢
菩
薩
と
同
じ
く
成
仏
し
、
い
わ
ゆ

る

一
位
即

一
切
位
な
の
で
あ
り
、
大
位
を
証
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
位

に
は
、
十
信

・
十
住

・
十
行

・
十
廻
向

・
十
地
等
、

一
切
位
を

該
ね
収
め
て
余
す
所
無
く
、
初
位
に
成
仏
を
説
く
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
顕
の
面
で
は
、
此
土
入
聖
で
あ
る
か
、
密
の
面
は
彼

の
浄

土
に
得
生
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
華
厳
の
深
密
の
意
に
お
い
て
は
、

其

の
十
信
の
ま
ま
、
浄
土
門

に
説
か
れ
る
信
楽
と
体
を
同
じ
く
し
、
十

住
以
下
十
地
に
至
る
諸
位
と
は
、
こ
の
深
密
意
か
ら
す
れ
ば
信
楽
成
就

の
功
徳
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

親
鶯
著

『
教
行
証
文
類
』
の

「信
巻
」
本

(真
聖
全
二
・
六
一二
以
下
)

に
は

『
華
厳
経
』
よ
り
三
文
を
引
用
し
た
。
其

の
第

一
文
は
旧
訳

「入

テ

ノ

ヲ

シ

法

界

品

」

の
最

後

の

偶

(大

正
九

・
七
八
八
b
)

で
、

「
聞

二
此

法

一歓

喜
、

ク
バ

カ

ニ

バソ

ヲ

シ

信
心
無
レ疑
者
、
速

成
二先
上
道
{
与
二諸
如
来

一等
」
と
い
う
。
こ
れ
を

「信
巻
」
に
引
用
し
た
理
由
は
、
信
楽
の
義
を
釈
す
る
の
に
、
必
定
報

土
、
正
定
之
因
の
証
文
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
『
華
厳
経
』
の
文

に

「歓
喜
信
心
無
疑
」
と
あ
る

の
は
、
『無
量
寿
経
』
下

(真
聖
全
一
.
 

二
四
)
の
第
十
八
願
成
就
文
の

「
信
心
歓
喜
」

に
相
当
し
、
そ
れ
か
能

く
浄
土
に
牲
生
し
て
覚
る
因

(仏
因
)
と
な
る
こ
と
を
華
厳
に
よ
つ
て

証
す
る
も
の
と
言
つ
て
よ
い
。
こ
こ
に
信
は
成
仏
の
因
で
あ
る
こ
と
か

証
明
さ
れ
て
い
る
。
救
い
と
い
う
も
の
は
、
決

し
て
先
因
有
果
や
他
因

自
果
の
如
き
外
道
所
説
の
も
の
と
は
異
り
、
正
し
い
因
果
の
理
に
立
つ

も
の
で
あ
る
以
上
、
信
心
成
仏
以
外
で
は
不
可
能
の
こ
と
で
あ
り
、

こ

こ
に

『
華
厳
経
』
の
救
済
観
か
、
親
鷺
の
慧
眼
を
燈
と
し
て
窺
え
ば
、

浄
土
の
経
典
の
救
済
観
と

一
致
す
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

華
厳
経
に
お
け
る
救
済
観

(福

原
)

一
二

九

-743-


